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16. Abstract

日中の衝突事故の要因は対象物の発見の遅れにある。本報告書の目的の一つは車両をより目立たせる為の

デイタイムランニングライト（DRL）の効果、そしてそれにより車両の発見が容易になり昼間の衝突事故（車
両、及びその他の道路使用者に対する事故）件数が低減される影響を検討する事にある。もう一つの目的は専
用DRLの配光特性を推奨する事である。
　公表されている事故の調査結果からDRLは日中の衝突事故を低減させる効果がある言われている。更に事故
低減は対車両よりも対人、及び対自転車に対してより大きな効果があると指摘している。
　これらの調査からDRLの最低輝度は約400
cdが必要とされている。DRLの輝度を上げると効果が上がると同時にグレアも増える事になる。従ってDRLの
輝度の上限を正当化する必要がある。実環境下での環境照度レベル（1,500～40,000ルクス）に対して専用
DRLの輝度の上限は1,500cd位が望ましいと言う意見がある。本報告書では更にDRLの配光、専用DRLを用い
ない代替案、及びDRL用のリアランプの使用等を検討している。
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